
                
 

    

六
月
十
八
日
（
土
）
に
第
二
十

二
回
語
り
部
養
成
講
座
が
開
講

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
大
人
の
部

八
名
、
子
供
の
部
五
名
と
沢
山

の
受
講
生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

          
 

 

 

           

開
講

式
の
後
に
受
講

生
は
早

速
、
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
自
分
が

語
り
た
い
語
り
の
題
目
を
選
び
ま

し
た
。
「
昨
年
の
受
講
生
の
語
り

を
聞
い
て
語
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

「
今
ま
で
と
違
う
笑
い
を
誘
う
語

り
に
挑
戦
し
た
い
」
な
ど
受
講
生

は
思
い
思
い
に
題
目
を
選
ん
で
い

ま
し
た
。 

             

最
終
日
の
七
月
三
十
日
（
土
）

の
閉
講
式
で
受
講
生
は
自
身
が

選
ん
だ
語
り
を
発
表
し
ま
す
。 

       

六
月
十
九
日
（
日
）
お
き
た
ま

語
り
部
の
会
（
伊
藤
進
司
会
長
）

主
催
の
「
お
き
た
ま
語
り
部
の
会

交
流
会
」
が
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

交
流
会
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
入
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
規
模
を
縮
小
し
た
会
員
の
み

約
六
十
名
の
交
流
会
と
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。 

 

交
流
会
は
置
賜
地
方
の
各
地

域
に
伝
わ
る
民
話
を
地
元
の
言

葉
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。 

             

 
 

寸
劇
の
「
姥
捨
て
山
」
で
は
、
殿

様
の
役
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
髙

橋
大
吉
館
長
の
登
場
に
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                 

今
年
も
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
で
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
沢

山
の
お
客
様
を
お
呼
び
し
て
「
お

き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。 

 

尚
、
こ
の
交
流
会
の
模
様
は
N

C

V
さ
ん
に
ご
協

力

い
た
だ
き

収
録
し
、
八
月
以
降
に
放
映
さ

れ
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

今 年 度 も 交 流 会 は 感 染 症

対策をとって行いました。 

 

語
り
部
養
成
講
座
が 

開
講
し
ま
し
た
。 

大人の部  

皆さん意欲的に民話の語りに

挑戦していました。  

子供の部  

子供たちは楽しみながら語

りの練習をしていました。  



７名それぞれが得意な民話を披

露しました。  

      

六
月
二
十
四
日
（
金
）
に
茨
城

県
高
萩
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
高

萩
民
話
の
会
ほ
お
ず
き
」
と
「
民

話

会
ゆ
う
づ
る
」
と
の
ミ
ニ
交
流

会
が
あ
り
ま
し
た
。 

代
表
の
会
沢
悦
子
様
は
夕
鶴

の
里
に
何
度
も
ご
来
館
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
の
度
は
会
員
九
名
と

共
に
ご
来
館
さ
れ
「
民
話
会
ゆ
う

づ
る
」
七
名
の
語
り
を
聞
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍

の
中

で
は
な
か
な
か

人
と
の
交
流
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
他
団
体
と
の

交
流
が
あ
り
、
実
り
あ
る
ひ
と
と

き
で
し
た
。 

  
                

   

昨
年
、
河
北
町
立
谷
地
西
部

小

学

校

様

よ

り

い

た

だ

い

た

紅

花

は

六

月

二

十

一

日

に

蕾

を

付

け

七

月

七

日

に

開

花

が

始
ま
り
ま
し
た
。
「
半
夏
紅
花

一
つ
咲
き
」
と
い
っ
て
本
来
は

七

月

二

日

の

半

夏

生

に

咲

く

の
で
す
が
、
五
日
遅
く
開
花
し

ま
し
た
。 

 
          

 
                 

企
画
展 

「
近
代
山
形
旅
行
案
内
展
」

九
月
三
日
ま
で
開
催
中 

   

 

今

年

は

鉄

道

が

開

業

し

て

百

五

十

周

年

の

年

だ

そ

う

で

す
。
鉄
道
の
登
場
に
よ
っ
て
徒

歩

で

一

日

が

か

り

で

移

動

し

た

距

離

を

ご

く

短

時

間

で

移

動

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た
。
旅
行
時
間
の
短
縮
は
宿
泊

費
な
ど
の
経
費
が
節
約
で
き
、

娯

楽

旅

行

が

身

近

な

存

在

と

な
り
ま
し
た
。 

昭

和

初

期

の

山

形

県

民

に

人

気

の

旅

行

先

は

主

に

三

つ

あ
り
、
一
つ
は
出
羽
三
山
を
参

拝

し

て

湯

の

浜

温

泉

に

一

泊

す
る
コ
ー
ス
、
二
つ
目
は
最
上

三

十

三

観

音

を

四

泊

五

日

で

巡
る
コ
ー
ス
、
三
つ
目
は
昭
和

十

二

年

か

ら

戦

争

が

始

ま

る

と

武

運

長

久

の

神

様

が

い

る

気

比

神

社

へ

祈

願

参

拝

し

て

温

海

温

泉

に

一

泊

す

る

コ

ー

ス
で
し
た
。
山
形
県
民
に
と
っ

て

の

旅

行

は

農

閑

期

を

利

用

し

て

田

植

え

が

終

わ

っ

た

頃

や

お

蚕

の

合

間

に

農

作

業

の

休

養

と

家

族

の

幸

せ

を

祈

る

も
の
で
し
た
。 

    

昔のあそび  

～コットンボールを作ろう～  
◆日時  ７月２３日（土）午前１０時～  

◆場所  夕鶴の里  

◆内容  毛糸と水風船を使ってボール

の飾りを作ります。  

◆参加料    １００円  

◆定員    １０名  

◆申込・問合せ  

夕鶴の里（☎４７－５８００）  

 

汽
笛
一
声
新
橋
を
… 

 

赤湯町白岩新聞店が主催し

た団体旅行の募集チラシ  

「
高
萩
民
話
の
会 

ほ
お
ず
き
」 

と
の
ミ
ニ
交
流
会 

６月２１日  ７月１日  ７月７日  


